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平衡状態図の活用－7　　
アルミニウム合金の状態図と時効析出現象への適用
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材料情報統合システム“MIPHA”販売開始！

⾼度な材料組織形態解析と順・逆解析を搭載

3D ・粒径 ・体積率 ・表面積 ・数密度 ・連結性 ・分岐性 ・曲率 等

2D ・粒径 ・⾯積率 ・真円度 ・凸度

組織特徴の数値化

マテリアルズインフォマティクスによる材料ゲノムの解析との連携！

効率的な材料内部組織の三次元可視化！

Fully-automated serial sectioning 3D microscope

全自動シリアルセクショニング3D顕微鏡

逐次研磨像
3D

HDR機能

新搭載！

新搭載！設定条件ライブラリー

全自動！電解エッチング

NEW！純正消耗品

大阪営業所

大阪府吹田市広芝町7-26 米澤ビル第6江坂301号

TEL：06-6389-6220 FAX：06-6389-6221

http://www.shinkouseiki.co.jp

営業窓口：池内 oosaka@shinkouseiki.co.jp

国内総発売元

設定値、動作設定、消耗品の自動選定

チタン、アルミ、ニッケル、ステンレス等
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　本号のTechno Scope『世界が注目する日本のロータリーキ
ルン』はいかがでしたでしょうか。ロータリーキルンという名
前は聞いたことはあるが、実際に何のための設備なのか、ま
た、最大で670トンもの鋼塊から鋳込み・熱間鍛造で製造して
いること、また製鉄所の中で副原料として使用されている石灰
もロータリーキルンで焼成され製造しているなど鉄鋼業とは縁
の深い設備であることを頭の片隅に残していただければ幸いで
す。
　さて、今月は、ご存じの通り、皇太子殿下が新しい天皇に即
位され、新しい元号「令和」がスタートしました。新天皇陛

下が即位される5/1（水）を間に挟んで、祝日法の規定により
4/27 ～ 5/6まで10連休になりました。また、それから約半年先
ですが、新天皇の即位を公に示す「即位礼正殿の儀」が10/22

（火）に行われ、今年に限り、祝日になるそうです。休みが多
いことに越したことはありませんが、やはり一番気になるの
は、日本国内のレジャー地の混雑、高速道路の渋滞など、まっ
たく人の動きが予想できません。リフレッシュする期間になる
のか、逆に疲労を貯める期間になってしまうのか・・・・・楽
しみ？（心配）です。
 （K. T.）
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

フリッチュジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp http://www.fritsch.co.jp

本　　　社 〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所 〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-12-5 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリツチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド ●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。
特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP

自転 : 公転比率 : 1 : －2．MAX 1,100/2,200rpm
粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）

2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
80ccの3種類。
雰囲気制御容器も多数用意。

4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例
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